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中野だより

ウィキペディアより

｢生きる」ということ
４０年以上も前の出来事である。大学が夏休みに入る前日、それまで晴れ渡っていた上

空がにわかに黒い雲で覆われ、程なく大粒の雨が降り始めた。私は大学近くの居酒屋の２

階広間で行われていた「授業打ち上げコンパ」に参加していた。夏休み前日という高揚感

もあり、コンパ（宴会）は盛り上がった。外は雷鳴が響き、バケツをひっくり返したよう

な土砂降りの雨となったが、誰一人気にする者はなかった。終了予定時刻を過ぎてもコン

パは続き、大の字になって酔い潰れていた者もいた。店員から何度か「お時間です」の声

がかかり、我々は断腸の思いでコンパを終え居酒屋を出た。既に雨は上がり、アスファル

トは乾き、雲の隙間から月明かりが覗いていた。

私は仲間と別れ、満ち足りた気分で駅に向かったのだが、駅の様子がいつもと違ってい

た。改札口前に立て看板が置かれ、「夕方の豪雨で総武線は全線不通、復旧は明朝以降の見

込み」と書かれていた。帰りの足を奪われた私は思案の末、オールナイト上映の映画館に

一夜の宿を求めた。映画館では、巨匠黒澤明監督の「用心棒」「七人の侍」、「生きる」など

が上映されていた。

「生きる」の主人公は市役所の市民課長。彼は 30 年間、単

調なルーティンワークを繰り返してきた役人である。妻に先

立たれ、一人息子も結婚して家を出ようとしており、孤独だ

った。ある時、彼は自分が胃がんに冒され、余命いくばくも

無いことを知り、絶望感に襲われて夜の街を徘徊した。そん

な折、かつての部下から、自分にはまだできることがあると

気づかされる。彼は、残された日々を人々のために働くこと

を決意する。そして、住民の要望である公園づくりを人生の

総仕上げとすることを誓う。死期が迫り来る中、利権も絡み

やくざからの脅しにもひるむことなく公園作りに奔走し、遂

に完成させる。夜、彼は出来上がった公園を訪れ、小雪舞う

中でブランコを揺らしながら「ゴンドラの唄」を口ずさみ、

息を引き取る。

映画は最後、彼のつくった公園で子どもたちが元気に遊ん

でいる場面が流れ、エンドロールを迎える。

最晩年に入っても「生きる意味」を見出し、困難に直面しても人生に誇りを持ち、幸せ

になる方法を見つけ実現する責務があることを「生きる」は示唆してくれた。

余談だが、映画を見終え、静かな感動を抱えて映画館を出ると、すでに辺りは明るくな

っていた。近くのＹ野家に寄って牛丼を食べていると、店のラジオから総武線の復旧のニ

ュースが流れた。牛丼を食べ終え、総武線を使ってアパートに帰ると、アパートは床上浸

水に見舞われていた。幸い、２階にあった私の部屋は難を逃れた。

【教育目標】 英知の風かおり 友愛の情ふかく 精励の志つねに
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進路講演会を実施
10 月 23 日（土）に、３年生を対象にして実施しました。当日は東京女子学院高等学校

の野口潔人校長先生を講師にお招きし、卒業後の進路決定に向けた心構えや、面接時のポ

イントについてお話しいただきました。日頃取り組んでいる先言後礼など、改めて確認す

ることで、生徒たちは学校で取り組んでいることの大切さを学ぶことができました。

【生徒の感想 ～学年だよりから～】

・自分の意欲を最大限見せる『はさみの法則』では、長く言った方が好印象だと思ってい

ましたが、短く言った方がいいと言われ驚きました。

・第一印象が短時間で判断されたり、印象が固定化されがちなため、ルールや決まりごと

の『型』、相手への思いやりを『心』とし、この２つが合わさった『マナー』を大切に

することが大事だ。

連合文化発表会を実施
11 月 3 日（水）に、なかのゼロ大ホール・小ホール

帝京平成大学の３会場で実施しました。これまでは、

音楽、演劇、英語、理科の発表会が別日程で行われて

いましたが、これらを文化発表会として行うことにな

り、中野中からは、音楽、英語、理科の部に代表生徒

が参加し、日頃の学習や活動の成果を発表しました。

理科の部では、１年鶴島さんが見事な研究成果を発表

して中野区長賞を受賞するとともに、中野区代表とし

て都大会へ出場することになりました。

諸活動の記録
★バドミントン部（区新人大会） ★「社会を明るくする運動」作文コンテスト

女子団体 優勝 中学生の部 優秀賞 １年 髙橋

女子ダブルス １位 秦・藤村ペア 藤江

女子シングルス ３位 若林

参加生徒と発表内容

音楽の部：吹奏楽部 「アルセナール」ヤン・ヴァン・デル・ロースト 作曲

「怪物」Ayase 作曲 郷間幹男 編曲

英語の部：３年 加光 "Black Lives Matter"

３年 笹原 "Why do people compare Kinkaku and Ginkaku?"

３年 タパ "Lack of Education"

３年 中原 "There were a lot of efforts behind the Tokyo Olympics"

３年 河内 "My Experiences"

理科の部：１年 鶴島 何故、薬は溶ける「はやさ」が違うのか？【中野区長賞受賞】
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キャリア教育講演会を実施
11 月 5 日（金）に、２年生を対象としてキャリア教育講演会

を実施しました。当日は Unicul Laboratory＊１代表の丸谷氏

他２名の講師をお招きし、職場訪問に向けた講演をしていただ

きました。

講演では、実体験などを交え、働くことについての意識や

考えをお話しいただき、仕事や会社、人に対しては、第一印象

だけで判断するのではなく、いろいろな質問をして掘り下げる

ことで、仕事を深く知ったり新たな発見をしたりすることが

できる、ということを学習しました。

＊１ Unicul Laboratory

2013 年より活動開始。「若い世代に、未来を描き、切り拓くチカラを」をテーマに、

首都圏の中・高校などで進路を考える授業やワークショップを実施している。

キリンホールディングス出前授業を実施
11 月 9 日(火)に、３年生の総合的な学習の時間で取り組んでいる SDGs の理解を深める

ために、キリンＨＤの金田氏・草野氏をお招きし、出前授業をしていただきました。

当日は、グループ経営理念や目指す姿、社会課題への取組を通じて「社会的価値の創

造」と「経済的価値の創造」の両立を目指すことについて、具体例や私たちが意識したい

ことなどについて分かりやすく説明していただきました。

食育講演会を実施
11 月 13 日（土）に、全学年を対象にして食育講演会を実施しました。当日は、日本ス

ポーツ協会公認スポーツ栄養士として活躍されている松田幸子氏をお招きし、「知らない

と損する！自分の能力を引き出す食事術」をテーマに、バランスよい食事をとることや、

体の成長に必要な生活スタイルなどについて、私たちがすぐに取り組める具体例を示した

り、○×クイズを交えたりしながら講演していただきました。

Ａ１…×（個人差はあるが、男子は中学生で最も伸び、女子は小４～６年で最も伸びる）Ａ２…×（食事、運動のほかに「睡眠」が必要）

～○×クイズ～

Ｑ１ 身長が一番伸びるのは中学生である。

Ｑ2 体をつくるのに大切なのは、

食事と運動の２つである。

（答は下部に）
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みらいステップなかのが開設されます
今月 29 日（月）に、「子ども・若者支援センター（子ども家庭支援センターから改称）」

「教育センター」「中野東図書館（令和 4 年 2 月 1 日開設）」の複合施設「みらいステップ

なかの」が開設されます。それに伴い、現在中野中学校の近くにある教育センターは移転

されます。

「みらいステップなかの」では、以下の相談等を受け付けています。

総合相談【電話：03-5937-3257 受付時間：平日 8:30～17:00】

18 歳未満の子どもとその家庭に関するあらゆる相談をお受けします。

児童虐待相談【電話：03-5937-3289 受付時間：平日 8:30～17:00】

子どもが虐待を受けている、身体に虐待によるあざや傷があるのを確認した、虐待

を受けたのではないかと疑われる場合に連絡できます。

＊中野区の虐待通告窓口は令和 3 年 11 月 29 日より以下の通り変更となります。

（11/28 まで）子ども家庭支援センター 電話０３－３２２８－７８６７

（11/29 から）子ども・若者支援センター 電話０３－５９３７－３２８９

教育相談

（１）教育相談室

お子様の教育上の悩みや問題、お子様自身の悩みの解消のために、専門の相談

員が応じます。

①相談室での継続相談を申し込む場合

【電話：03-5937-3074 受付時間：平日 10:00～18:00】

②電話相談を利用する場合

【電話：03-5937-3083 受付時間：平日 10:00～17:00】

（２）教育支援室（フリーステップルーム）

様々な理由で学校に登校できない小中学生が学校に代わる居場所として、教職

経験者や臨床心理士、スクールソーシャルワーカーなどが一人一人の状況に応じ

た支援をします。

【電話：03-5937-3044 受付時間：平日 9:00～17:00】

＊現在教育センターに開設されているフリーステップルームは、11 月 29 日以降

は分室として残ります（原則水・金開室）。

就学相談

現在小学校６年在籍中で、翌年４月から

区立中学校の特別支援学級や都立特別支

援学校中学部へ入学を希望する児童・保

護者を対象に相談をします。

【電話：03-5937-3238】

【受付時間：平日 8:30～17:00】

若者相談

義務教育終了後～40 歳未満の方と

その家族に関する相談もできます。

【電話：03-5937-3271】

【受付時間：平日 8:30～17:00】

＜所在地＞ 中野区中央１－４１－２

＜交 通＞ 地下鉄丸ノ内線・大江戸線 中野坂上駅 A1 出口より徒歩１分

中野駅から京王バス(渋 64 渋谷駅行) 中野坂上バス停下車すぐ


